
2017 年度立教大学丸山千歌教授 

集中講義の時間割 
テーマ：学習者と教師のための日本語教育研究 

    4 月 27 日（木）学習者のための日本語教育研究―質的研究によるアプローチ― 

    4 月 28 日（金）開発型教師養成のための日本語教育研究 

場 所：輔仁大学日本語文学科図書室 LA114 

 
        星期

節次 4 月 27 日(木)  4 月 28 日(金) 

10:10 
11:00 

講義① 学習者と教師のための日本語教育研究導入 講義⑥ 教師養成概観 

11:10 
12:00 

講義② 質的研究導入 講義⑦ 言語教育の潮流と教師養成 

13:40 
14:30 

講義③ PAC 分析法の紹介 講義⑧ 開発型教師養成のためのケーススタディ 

14:30 
15:30 

講義④ ワークショップ 講義⑨ 開発型教師養成のためのケーススタディ 

15:40 
16:30 

講義⑤ 学習者のための日本語教育研究 講義⑩ 学習者と教師のための日本語教育研究まとめ 
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